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IP PAVILION展示＋Forumから

効果的なデモ企画を実施

――　IP PAVILIONにおけるモニタリング・監視の展示はど

ういう内容でしたか。

Zabbix・水谷　今回のIP PAVILIONは「MoIP基礎技術展

示」「テレビ北海道MoIP設備のリモート体感」「MoIPにおける

障害および復旧の体験」「コンテンツ制作のDXを実現する5

年後の世界」という4つの企画コンセプト、それに「共通基盤」

を加えた5つの展示エリアを用意して、それらに合わせたいくつ

かのモニタリング・監視製品を用意しました。何を監視し、何を

表示しているのかを来場者にイメージしてもらえたと思います。

――　監視のカテゴリも増えました。

水谷　前回に引き続き、「統合監視」「PTP監視」「ストリー

ム監視」「テレメトリ監視」と、前回は別枠で紹介していた「パ

ケットキャプチャ」を加え、新たに「GPSセキュリティ」「アクティ

ブモニタリング」を追加しました。「GPS」は時刻同期の元とな

るGPS信号の状態監視を行うもの。「アクティブモニタリング」

は、拠点間で実際に伝送を行い、遅延やジッターなどのネット

ワーク品質を動的に計測・監視するものです。

――　来場者の関心はどうでしたか。

TED・松岡　監視について一通り説明してほしいという声、ま

たテレメトリ監視で展示していた弊社の製品とシスコシステム

ズの製品について細かく違いを説明しいてほしい、との質問も

ありました。実運用に向けた選択肢として判断する情報を求め

ていると感じました。

IWI・木全　実際に障害を発生させた監視実演はわかりやす

い展示になったと思います。システムの中身を可視化するのが

モニタリングであり、その意義がより伝わりやすかったという印

象です。

IP PAVILION展示製品の概要

――　改めて、各社の展示内容を簡単に振り返ってくださ

い。

Cisco・中村　弊社からは2点。1つはテレメトリ監視「NDFC」

（Nexus Dashboard Fabric Controller）です。Nexusシリー

ズスイッチと協調し、ロスのないマルチキャストネットワークを実

施するコントローラで、複雑な設定なしで一元的な運用管理・

可視化が可能です。共通基盤と企画1～3のAmber面に組

み込んでいただいたNexus 9000シリーズスイッチのテレメトリ

監視を実施しました。ハードウェアをはじめ、マルチキャストのフ

ロー、PTPの状態まで詳細に可視化し、複数の企画にまたがっ

たネットワークの一元管理・監視をお見せしました。

　もう1つは、新設の「アクティブモニタリング」に用いた「PCA」

（Provider Connectivity Assurance）。SFP型センサー間

でセッションを張り、遅延やジッターなどのネットワーク品質を動

的に監視します。今回の展示では企画2の幕張、北海道をつな

ぐスイッチにSFP型センサーを設置し、MoIPトラフィックを流し

ているIOWN APN上でTWAMPセッションを張ってネットワー

ク品質を定常的に計測しました。計測結果はクラウド上のダッ

シュボードにてリアルタイムの可視化を実施し、来場者向けの

展示を行いました。

松岡　テレメトリ監視「Arista CloudVision」を展示。共通基

盤と企画1～3のAristaネットワークのスイッチを対象に、リアル

タイム性の高い情報収集とクラウドビジョン上で監視として表

示できる機能を紹介しました。実際に放送局でご利用いただく

ことを想定し、ダッシュボードの機能として一画面に必要情報を

取捨選択して出す形をお見

せしました。運用時、GUI操

作して細かく見るのは難しい

ため、定常的に確認するもの

を一画面にまとめ、障害が発

生したら詳細画面を出して確

認いただくイメージです。

　また、従来SDI技術者から

指摘されることの多い接続

状況を可視化できる「トポロ

IP PAVILIONで、注目が高まりつつあるのが「モニタリン
グ・監視」だ。接続が系統ごとに分類されないことで「SDI
より複雑」と認識されやすいテーマであるとともに、実際
にMoIPを導入して運用していく上ではもっとも理解を深
めておきたい内容だ。展示協力5社の担当者が展示の
内容と最新動向などを語ってもらった。

（聞き手：吉井 勇・本誌編集部、構成：高瀬徹朗・本誌ライター）
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ジー機能」を搭載し、マルチキャストのストリームがどこからどこ

へ流れているかを従来に近い形で確認できるようにしました。

前回のオンプレ版と異なるクラウド版の提供については、物理

サーバ導入コストを気にするユーザ、またトライアル的に触って

みたいというユーザ向けにも最適と考えています。

木全　MoIPストリーム監視「EoM Core」を展示しました。ネッ

トワーク中に流れるMoIPストリームの中身を可視化して監視で

きるソリューションで、送信元、送信先、PTPフローが同期してい

るGMの情報など、MoIPパケットの中身を可視化して確認。こ

れにより、障害発生時にどの経路で、どんな障害が起きている

か、といった状況をリアルタイムで把握できるようになります。

　企画3での疑似障害発生時およびスイッチ・リプレイス時の

ネットワーク挙動をIPフロー観点で可視化。ポートごとの流量や

フロー種別、パケットドロップなどを監視・可視化するとともに、

それらをリアルタイムで表示するデモを行いました。また、パケッ

ト監視だけではなく、あわせてマルチビューワを用いた映像の

監視を行ったことで、システムを多方面から可視化、監視するこ

との重要性を体験していただけたのではないかと思います。

丸文・横塚　企画1で「Sentinel」「Syncsense」によるPTP

監視、企画2で「Pragon-X」によるPTP監視を行うとともに、新

たな機軸であるGPSセキュリティを行いました。

　Sentinelは測定用機材、Syncsenseは複数のSentinel

データを可視化する参考展示の製品で、組み合わせることで

同期精度の可視化に加えてトポロジー図を自動描画できるよ

うになります。IP PAVILIONではGNSSからPTPパケットを取

得して同期精度測定、可視化する仕組みを紹介。Sentinelで

GNSS信号をリファレンスするとともに、AristaからPTPパケット

をSlaveして受信しオフセットを測定しました。

　企画2で用いた「Pragon-X」は、GMにもSlaveにもなること

ができるため1対１の検証が可能である。こちらは北海道にある

GMのPTPを幕張で測定し、IOWN APN経由でどの程度の遅

延が発生するかを監視しました。

　GPSセキュリティは「BlueSky GPSファイアウォール」を用

いて流れているGPS信号を監視。海外で注意喚起されている

妨害信号を遮断するとともに、万が一GPS信号が途切れてし

まった場合の安全な信号供給の仕組みを紹介しました。

水谷　Zabbixは共通基盤MOCの統合監視という形で、標準

的なプロトコルを使って放送機器やネットワークスイッチ、セン

サー、クラウド環境含めて一元的に監視する仕組みを展示しま

した。統合的な監視によるモニタリングのコスト削減もアピール

ポイントのひとつです。汎用的なプロトコルだけではなくカスタマ

イズ性も高く、「NDFC」や「Arista CloudVision」が行ってい

たテレメトリ監視も試験的に実施。さまざまな監視用途に使え

ることもアピールしました。

　どこで障害が起きているかを直感的に把握できるよう、企画

3の障害・復旧の体験ではネットワーク構成図とともに障害発

生場所が画面上で確認できるよう可視化したものを展示。企

画4では、AWSクラウド、北海道、幕張を一元的に監視する様

子を示し、オンプレとクラウドのハイブリッド監視ができる点もお

見せできました。

　基本的にオープンソースの統合監視ソフトウェアであり、無

料でここまでできる、という点も来場者の方によいインパクトを

与えられたと考えています。

SDIとMoIPにおける監視の違い

――　改めてSDIとMoIPにおける監視の違い。

水谷　同軸ケーブルから光ファイバに変わり、時刻同期も

PTPプロトコルとなり、ネットワーク構築する上ではSDIルータか

ら汎用スイッチに変わります。SDIでは独立したネットワークで

構成されていたものが、1つのスイッチですべてつながる形とな

るわけです。だから、何か問題が発生したときに、どこがトラブル

の元なのかがわかりにくくなるという課題があります。

　MoIPのモニタリング・監視では、さまざまな観点でトラフィック

の状態を把握する必要があり、それこそがSDIとの大きな変化

です。一方、すべての機器がネットワークスイッチに接続される

ため、一元的な監視ができるようになることも大きな違いとなり

ます。

木全　今回も監視の種類が増えましたが、さまざまな方面から

可視化することで安全性を担保する、ということは同じ。我 と々

しては、IP PAVILIONなどを通じた横のつながりも大事にして

いきたいと考えています。

水谷　MoIP化されて運用していく中で、さらに「こういう監視が

必要」という新たな機軸はこれからも出てくるかもしれません。

根本は変わりませんが、新しい切り口の監視、新たな見せ方な

どが追加され、各社の製品はこれからも成長していくと考えてい

ます。

――　このモニタリングと監視ですが、IP PAVILIONの展示

ではもっと前面に出て、ネットワークの動きを来場者に見てい

ただけたらと期待しています。　　　　　　　　　　　　

話題を集めた企画3の障害と復旧での監視画面


